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ご挨拶 

 平成 29 年度は久しぶりに多くの理事に新しく着任してい

ただきました。新しい理事体制になり、当団体も中間支援団

体として変化を求められている時期にきているように思い

ます。当団体が設立された 20 年前はまだ特定非営利活動促

進法もなく、NPO という日本社会にとっては馴染みのない

市民公益団体をあまねく啓発・促進するにはインターミディ

アリーという中間支援組織が必要でした。しかしながら、そ

の役割は以前のような NPO の啓発・促進だけでなく、色々

なセクターの協働を支える組織に変化しています。その背景

には、NPO 法人以外にも社会目的をもって活動する団体のすそ野が広がってきたことがあります。

民法改正による一般社団法人、一般財団法人という形態で非営利活動などの事業展開がしやすく

なったこと、株式会社、自営業などであってもコミュニティビジネスやソーシャルビジネスに取

り組みやすくなったこともあるかもしれません。設立から 20 年が経ったいま、当初のままの在

り方でいいのかと問われるといささか悩むところではあります。ただ、市民セクターとして市民

活動のすそ野を広げる団体として『市民活動の交差点』でありたいという願いは変わらず堅持し

続けたいと思います。 

 ここ数年は、地縁組織での自治活動や相互扶助の活動やボランティア活動など伝統的な非営利

公益活動以外にも、就労・起業という形での『もうひとつの社会参加』があると信じて事業展開

し、非正規雇用の若者や高齢者の就労などを通じた社会参加の課題にも取り組んできました。平

成 29 年度重点的に取り組んできた事業は、特定非営利活動法人制度にいう 20 の不特定かつ多数

のものの利益に寄与する目的のうち、『まちづくりの推進を図る活動』と『職業能力の開発又は

雇用機会の拡充を支援する活動』の二つが該当するでしょう。 

新規事業は、伊丹市立市民まちづくりプラザ指定管理業務や兵庫ひきこもり相談支援センター

阪神ブランチです。従来事業の中では、生きがいしごとサポートセンター事業で実施した『女性

起業セミナー』に定員を上回る申し込みがあるなど、時代のニーズに応じた社会参加プログラム

の開発が求められています。 

平成 30 年度は超高齢社会への社会参加を見据えた取り組みとともに、地域
ま ち

をつくる中間支援

団体として、人をつなぎ団体を支援し、多くの方々の社会参加を実現させていきたいと思います。 

  

理事長 牧里 毎治 
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宝塚NPOセンター 

がつくりたい 

６つのコト 

１ 
 
 
協働の場づくり 
 

①市民活動促進支援事業 

②  

③きずなの家事業 

 

 

 

 

 

Ｐ6・Ｐ7 

 

２ 
 
 
人と組織づくり 
 

①生きがいしごと 

 サポートセンター事業 

②ソーシャルビジネス 

 創業支援事業 

 

 

 

 

Ｐ8・Ｐ9 

３ 
 
 
仕事を通じた 
社会参加づくり 
①職場体験付 

 若者就労支援事業 

②若年者就労サポート事業 

③地域若者サポート 

 ステーション事業 

④就労準備支援事業及び 

 

 

Ｐ10・Ｐ11 

つなぐ たがやす ほりおこす 

数字であらわす 

平成29年度の活動 

運営相談 

1,087 件 

起業相談 

501 件 

就労相談 

3,278 件 
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４ 
 
 
地域づくり 
 

①宝塚市立 

勤労市民センター 

指定管理事業 

②伊丹市立 

市民まちづくりプラザ 

指定管理業務 

 

 

Ｐ12 

５ 
 
 
参加の場づくり 
 

100 色珈琲事業 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ13 

６ 
 
 
市民ネットワーク 
づくり 

ネットワーク事業 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ13 

市民活動及び市民活動団体の自立・発展・市民事業の円滑な運営のための

さまざまな支援を行うことによって、 

だれもが安全に安心してくらせる市民社会の実現に寄与します。 

起業 

23 団体 

ボランティア数 

30 人 

講座 

387 講座 

雇用創出 

522 人 
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目  的 

市民同士の協働、行政と市民の協働、中間支

援と市民・行政の協働という 3 つのつながり

の中から、地域のあちこちに対話を生み、お

互いの理解を深めながら共に地域を考える

参加型の社会をつくります。 

 

活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

①市民活動促進支援事業 

・特定非営利活動法人（NPO 法人）の起業・

運営相談支援 

・市民活動団体等のコミュニティビジネス

（CB）育成等支援 

〔情報発信等支援〕 

・宝塚市みんなのまちづくり協議会ポータル

サイト運営 

・まちづくり協議会の活性化を図ることを目

的とした広報等の企画 

・市民活動団体の自主財源の確保及び情報発

信等支援 

 

②ひょうごアドプト推進業務 

・アドプト団体活動支援 

書類のとりまとめ 

活動用具類等の支給 

活動保険手続き 

団体間の連携支援 

地域とのネットワークづくり 

 

③きずなの家事業 

・コミュニティカフェ運営 

・市民アーティスト応援 

・貸しスペース業務 

・障がい者授産品委託販売 

・市民団体イベント支援 

・市民ボランティア参画促進 

 

 

NPO 法人を設立された『親子会エルフ』さん 
 

広報グッズは宝塚地域若者サポートステーシ
ョンの利用者やボランティアさんと協働で作
成 

1 協働の場づくり 

①市民活動促進支援事業（宝塚市） 

②ひょうごアドプト推進業務（兵庫県） 

③きずなの家事業（宝塚市） 
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報  告 

①市民活動促進支援事業 

・NPO 法人の運営相談 224 件 

・NPO 法人の起業相談 140 件 

・市民活動団体等の CB 育成相談 282 件 

〔情報発信等支援〕 

・情報発信講座 2 講座 

・自主財源講座 1 講座 

・企画立案講座 2 講座 

・宝塚市内 NPO 交流会 1 回 

 

20 団体から NPO 法人化相談が寄せられ、4

団体が NPO 法人を設立しました。うち 2 団

体はシニアが中心になって立ち上げた NPO

法人です。また、2 団体が認定法人格を取得

しました。これにより、宝塚市内の認定 NPO

法人は 5 法人となり兵庫県内では神戸市に次

ぐ法人数となりました。CB の起業では、宝

塚らしく女性の起業相談が多くあり、子育て

の課題や地域課題に力を注ぐ多くの女性が

個人事業主として起業されました。 

〔情報発信等支援〕 

平成 29 年 4 月から公開された『宝塚市みん

なのまちづくり協議会』ポータルサイトの安

定した運営・情報更新に取り組み、ポータル

サイトに含まれるまちづくり協議会のブロ

グについては、まちづくり協議会の皆さんに

情報発信の仕方を丁寧に説明しました。広報

の企画では、まちづくり協議会のキャラクタ

ー『まちキョン』を生かしたグッズの作成や

イベント訪問記を作成。親しみを持ってまち

づくりに関わってもらえるよう取り組みま

した。 

 

 

 

 

 

 

②ひょうごアドプト推進業務 

・活動団体 40 団体 

・活動者総数 1,212 人 

 

ボランティア団体が里山・河川・道路などを

清掃美化活動するアドプト。現在活動してい

る 40 団体を事務局として支えました。例年

開催の団体間の協働につながる意見交換会

『アドプトをもっと良くする会議』を平成 29

年度も開催。情報誌『みんなのアドプト』の

発行は、多くの地域住民の方への広報活動に

もつながっています。市民の自主的なアドプ

ト活動による災害に強い地域づくりと、この

活動が地域のためにありつづけるよう今後

も支え続けます。 

 

③きずなの家事業 

・カフェ利用者数 3,383 人 

・自主イベント参加者数 281 人 

・市民アーティスト応援 10 団体 

・貸し部屋利用 6 団体 

・障がい者授産品委託販売 1 団体 

・市民ボランティア参画促進 のべ 433 人 

・市民団体イベント支援 1 団体 

 

『きずなの家 KaRuTa』のコンセプトはみん

なのリビングルーム。コミュニティカフェと

して、近隣の方々を中心にお茶と軽食を提供

し地域に『交流する場』を作っています。平

成 29 年 10 月で 3 年目に入り、皆さんの居場

所になりつつあります。スタートしてから 3

年を経ると常連の方々も増え、スタッフとボ

ランティアさんのサポートでご利用を継続

していただいています。今後も『きずなの家

KaRuTa』があって安心すると言われるよう

な場づくりに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

『もっとアドプトをよくする会議』で課題に
ついて話し合い 
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目  的 

地域社会の様々な問題を解決するコミュニ 

ティビジネス(CB)や社会課題をビジネスの

手法を用いて解決するソーシャルビジネス

（SB）。 

それらを通じて自分たちの社会を変革し持

続可能にしていく人は自分であると多くの

方に気づいていただき、一歩踏み出す支援を

目的にしています。また、『働く』ことで誰

もが社会とつながることを応援します。 

 

 

 

内  容 

①生きがいしごとサポートセンター事業 

・NPO 法人・CB の設立支援 

・雇用創出 

・情報収集発信 

・起業相談 

・シニア起業 

・シニア雇用創出 

・CB ゼミナール 

・実務講習講座 

・シニア向け講座 

・CB 啓発フォーラム 

・専門家派遣 

【但馬地域】 

・CB インターンシップ事業 

・CB 全県活性化シンポジウム 

・CB 座談会 

・CB 出張相談 

 

②ソーシャルビジネス創業支援事業 

・SB スタートアップ講座 

・SB ブラッシュアップ講座 

・SB 先進事例見学会  

  

2 人と組織づくり 

①生きがいしごとサポートセンター事業（兵庫県） 

②ソーシャルビジネス創業支援事業（宝塚市） 

08 
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報  告 

①生きがいしごとサポートセンター事業 

・起業相談 361 件 

・運営相談 581 件 

・職業相談 466 件 

・雇用創出 362 人(うちシニア 41 人) 

・起業団体 23 団体(うちシニア 4 団体) 

・CB ゼミナール 9 講座 

・実務講座 9 講座 

・シニア向け講座 9 講座 

・CB 啓発フォーラム 2 講座 

・専門家派遣 4 件 

【但馬地域】 

・CB インターンシップ事業 1 団体 

・CB 全県活性化シンポジウム 1 回 

・CB 座談会 1 回 

・CB 出張相談 11 回 

 

生きがいしごとサポートセンターには、起業、

就労、ボランティア、地域参加など計 2,011

件の相談が寄せられました。それらの相談に

対応し、女性起業セミナーや認定 NPO 法人

講座など各種講座を計 29 講座開催しました。

また、国家戦略特区の養父市では特区制度を

利用した過疎地の有償運送 NPO 法人の設立

支援を行いました。 

 

②ソーシャルビジネス創業支援事業 

・SB スタートアップ講座 8 講座 

・SB ブラッシュアップ講座 8 講座 

・SB 先進事例見学会 1 回 

 

社会的課題への取り組みをビジネスとして

立ち上げるにはどのようにすればよいかを

ワークショップを通して学び、先進事例とし

て実際の現場を見学することで、起業への第

一歩のイメージを高めてもらいました。 

 

 

活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集定員を超える申し込みのあった女性起
業セミナー。既に起業された方や平成 30
年度に起業予定の方が多くいます 

念願がかなって古民家を運営している起

業家から、現在の様子や今後の夢について

語っていただきました 

09 
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目  的 

働くことで社会に参加することを支援し、就職

成立者を増やします。就職までの支援だけでは

なく、継続して働くための支援も行っています。 

また、事業者はもとより多くの市民に現在の

雇用状況を伝えることで、地域の理解を深め

ることを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

①職場体験付若者就労支援事業 

・就労支援セミナー 

・生活訓練プログラム 

・職場体験実習 

 

②若年者就労サポート事業 

・就労支援セミナー 

・パソコン講座 

・職場体験実習 

・合同就職面接会 

 

③地域若者サポートステーション事業 

・キャリア相談 

・キャリアセミナー 

・職場体験 

・職場定着ステップアップ支援 

 

④就労準備支援事業及び自立相談支援事業 

(就労支援) 

・求職活動支援 

・セミナー及び就労体験 

・就職後の職場定着支援 

 

 

 

3 仕事を通じた社会参加づくり 
①職場体験付若者就労支援事業（宝塚市） 

②若年者就労サポート事業（伊丹市） 

③地域若者サポートステーション事業（厚生労働省） 

④就労準備支援事業及び自立相談支援事業（就労支援） 

（宝塚市） 

ソリオ宝塚ふれあい夏祭りでは、模擬店の
出店を体験 

本番さながらの模擬面接。緊張しながらも
何度も挑戦しました 
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報  告 

①職場体験付若者就労支援事業 

・就労支援セミナー 13 講座 

・生活訓練プログラム 5 講座 

・受講者数 13 人 

・修了生 12 人 

 

本事業を宝塚市より受託して 9 年目。就労に

課題を抱える若者に対して、約半年間のプロ

グラムを通じて段階的な支援を行っていま

す。自己分析や仕事理解、応募書類作成など

の講座に加え、事務作業や清掃体験、ソリオ

宝塚ふれあい夏祭り出店などの体験講座も

実施。働くイメージ、就労意欲を育てながら、

一人ひとりに適切な進路決定をサポートし、

受講者の 3 分の 2 以上の 9 人が進路を決める

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②若年者就労サポート事業 

・就労支援セミナー 12 講座 

・パソコン講座 4 講座 

・受講者数 31 人 

・合同就職面接会 来場者数 50 人 

 

4 年目を迎えた伊丹市の若年者就労サポート

事業『いたみ就勝塾』。就労支援セミナー6 日

間と PC 講座 2 日間の計 8 日間、自己理解、

仕事理解、ビジネスマナー、応募書類の書き

方、面接対策と就労に向けた講座を実施。前

期と後期で 31 人が受講し、19 人が就職を決

めています。また、本事業の一環である合同

就職面接会を 1 月に開催し、13 社の企業が参

加。受講生を含め 50 人の求職者が参加し、2

割弱の 8 人が内定に結びつきました。 

 

③地域若者サポートステーション事業 

・キャリア相談 2,293 件 

・キャリアセミナー 129 回 

・職場体験実施日数 のべ 66 日 

・就職決定者数 90 人 

・職場定着支援率 55.4％ 

 

平成 25 年度から本事業を受託し 5 年が経ち

ました。就労に向けて悩みや課題を抱えた若

者がひとりでも多く社会へ一歩踏み出し、職

業的自立、そして社会全体の経済活性化につ

なげられるよう、個別相談を中心にさまざま

なサポートを行っています。平成 29 年度は

新たに職場体験受け入れ事業所やボランテ

ィア体験先も増え、行政機関や関連施設、企

業など外部機関との連携が広がり、また深ま

った一年となりました。一人ひとりの声に耳

を傾け、地域社会全体で応援し、多くの若者

を社会へ送り出すことができました。 

 

④就労準備支援事業及び自立相談支援事業 

(就労支援) 

・就労決定者数 70 人 

・増収者数 3 人 

 

本事業の『はたらく応援センター』は、宝塚

市役所内の『せいかつ応援センター』の福祉

的支援と共に就労支援を行っています。 

平成 29 年度はヅカベジ農園や講座などに参

加する相談者が増え、就職への一助として有

効であることを感じました。平成 30 年度以

降も講座や相談者の就労意欲を高めるプロ

グラムの充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安や期待を共有しながら、就労へ向けて
一歩ずつ取り組みました 

ヅカベジ農園では多くの相談者が毎週定期
的に参加しています 
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目  的 

市民の『まちづくり』を推進し、新しいコミ

ュニティをかたちづくります。 

 

内  容 

①宝塚市立勤労市民センター指定管理事業 

 

②伊丹市立市民まちづくりプラザ指定管理

業務 

・ボランティア・NPO 等の活動・連携支援 

・NPO 法人の設立・運営等の相談 

・市民活動支援講座開催 

 

報  告 

①宝塚市立勤労市民センター指定管理事業 

・貸室稼働率 26.1％ 

・利用者数 14,339 人 

・末広駐車場入庫台数 59,278 台 

・就職希望者の清掃体験参加者数 17 人 

 

平成 29 年 8 月末に閉館しましたが、前年同

期比で利用者数は 11.1％の減少にとどまり、

駐車場台数は 17.7％の減少に抑えることが

できました。なお、貸室稼働率は 1.1％改善

しました。宝塚 NPO センターらしい指定管

理業務を継続し、多くの方に最後まで満足し

ながらご利用いただくことができました。 

また、宝塚地域若者サポートステーションか

らのインターン生や、清掃作業を行う職場体

験も閉館まで積極的に受け入れました。 

②伊丹市立市民まちづくりプラザ指定管理

業務 

・団体・個人の新規登録件数 48 件 

・相談件数 287 件 

・来館者数 3,615 人 

・会議室・印刷機利用者数 830 人 

 

平成 29 年 4 月からまちづくりを推進する指

定管理業務を新たに受託しました。交通の便

利な阪急伊丹駅ビルから移転したこともあ

り、比較可能な平成 27 年度に比べて会議室

利用数、来館者数、印刷利用は減少したもの

の、市民活動などの相談件数は 6 割増、利用

者のすそ野を示す団体登録数も 7 割増と大幅

に増加しました。引き続き、多様な媒体を活

用した広報で認知度を高めるとともに、まち

づくりに役立つ魅力的な講座やイベントな

どで来館者数の増加を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『NPO のツクリカタ「小さな団体の広報」』
講座で、マスメディアへの発信や SNS とホ
ームページの活用について学習しました 

4 地域づくり 
①勤労市民センター指定管理事業（宝塚市） 

②市民まちづくりプラザ指定管理業務（伊丹市） 
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目的・内容・報告 

管理施設において年齢や立場に捉われず、誰

もが参加できる場づくりや仕組みづくりを

実現します。 

 

・稼働日数 のべ 118 日 

・ボランティア数 のべ 162 人 

・利用者数 のべ 1,492 人 

・寄付金額 86,244 円 

 (2 店舗計) 

寄付とボランティアで支える珈琲を通じた

市民交流と参加の場づくり『100 色珈琲』は、

宝塚市立勤労市民センターの閉館にともな

い、伊丹市立市民まちづくりプラザに移り、

多くの方に利用していただきました。 

「何気ない会話がうれしい。寄付だけでは申

し訳ない」と、砂糖やお菓子を差し入れてく

ださるコアなファンにも支えられ、今年は利

用者数が 1,000 人を超えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的・内容・報告 

市民活動の更なる成長を目指して、それぞれ

のセクターを結びつけるネットワークの推進

に力を入れ、安全で安心な社会をつくります。 

 

・自治会事務局 

・ソリオ宝塚ふれあい夏祭り事務局 

・地域施設管理事務局 

・熊本地震支援 

 

ソリオ宝塚自治会とソリオ宝塚ふれあい夏

祭りの事務局、栄町会館の経理・受付業務を

引き続き担いました。加えて自治会の方など

から資料の印刷製本依頼も増えています。地

域の皆さんとのつながりを大切にしながら

今後も取り組んでいきます。 

また、熊本地震支援の一環として『きずなの

家 KaRuTa』や講座などで募金をお願いしま

した。市民の皆さんからのお気持ちとして

6,922 円が集まり、同額を宝塚 NPO センター

から拠出、計 13,844 円の募金を行いました。 

6 市民ネットワークづくり 

ネットワーク事業 

（ソリオ宝塚自治会ほか） 

5 参加の場づくり 

100 色珈琲事業 
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平成 30 年度特定非営利活動に係る事業計画 
平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

１ 協働の場づくり 

市民同士の協働、行政と市民の協働、中間支援と市民・行政の協働という３つのつながりの中から、地域のあ

ちこちに対話を生み、お互いの理解を深めながら共に地域を考える参加型の社会をつくります。 

 事業内容 実施目標 

市民活動促進支援事業 

（対象：宝塚市民） 

特定非営利活動法人の起業・運営相談支援業務 

市民活動団体等のコミュニティビジネス育成等支援業務 

宝塚市みんなのまちづくり協議会ポータルサイト運営業務 

まちづくり協議会の活性化を図ることを目的とした 

広報等の企画 

市民活動団体の自主財源の確保及び情報発信等支援業務 

300 回 

200 回 

通年 

通年 

 

3 講座 

ひょうごアドプト推進業務 

（対象：阪神北県民局管内の市民） 
アドプト団体活動支援 40 団体 

きずなの家事業 

（対象：宝塚市民） 

コミュニティカフェ運営 

市民アーティスト応援 

貸しスペース業務 

障がい者授産品委託販売 

市民団体イベント支援 

市民ボランティア参画促進 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

 

２ 人と組織づくり 
持続可能な組織運営を相談者と一緒に考える姿勢を大切に、コミュニティビジネスやNPO 活動を通じて、誰もが主

役として参加できる社会をつくります。また、仕事というツールを用い、誰もが社会とつながることを応援します。 

生きがいしごとサポートセンター事業 

（対象：兵庫県民） 

ＮＰＯ法人・コミュニティビジネス (ＣＢ) の設立支援 

雇用創出 

起業相談 

シニア起業 

シニア雇用創出 

ＣＢゼミナール 

実務講習講座 

シニア向け講座 

専門家派遣 

【但馬地域】 

ＣＢインターンシップ事業 

ＣＢ出張相談 

ＣＢスキルアップ集中講座 

24 法人設立 

250 人 

80 人 

8 団体 

40 人 

9 講座 

4 講座 

9 講座 

4 件 

 

2 回 

12 回 

1 講座 

 

３ 地域づくり 
参加型の施設管理運営を通じて、新しいコミュニティをかたちづくります。 

伊丹市立市民まちづくりプラザ指定管理業務 

（対象：伊丹市民） 

伊丹市立市民まちづくりプラザ管理 

伊丹市市民活動支援 

通年 

通年 
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４ 仕事を通じた社会参加づくり 
働くことで社会に参加することを支援し、就職成立者を増やします。また、事業者はもとより多くの市民に現

在の雇用状況を伝えることで、地域の理解を深めます。 

 事業内容 実施目標 

職場体験付若者就労支援事業 

（対象：就労に課題を抱える宝塚市内の若者） 

就労支援セミナー 

実習前トレーニング 

職場体験実習 

13 講座 

5 講座 

約 2 週間／1 人 

若年者就労サポート事業 

（対象：就労に課題を抱える伊丹市内の若者） 

就労支援セミナー 

パソコン講座 

職場体験実習 

12 講座 

4 講座 

約 3～5 日／1 人 

地域若者サポートステーション事業 

（対象：地域を問わず就労に課題を抱える若者） 

キャリア相談 

職場体験プログラム 

定着・ステップアップ支援プログラム 

新規登録者 180 名 

就職決定者 108 名 

就職定着率 65% 

就労準備支援事業及び自立相談支援事業（就労支援） 

（対象：宝塚市民） 

求職活動支援 

セミナー及び就労体験 

就職後の職場定着支援 

通年 

通年 

通年 

 

５ 参加の場づくり 
年齢や立場に捉われず誰もが参加できる場づくりや仕組みづくりを、100 色珈琲カフェを通じて実現します。 

100 色珈琲事業（対象：一般市民） カフェを通じた参加の場づくり 通年 

 

６ 市民ネットワークづくり 
中間支援 NPO として、それぞれのセクターを結びつけるネットワークの推進に力を入れ、安全で安心な社会

をつくります。 

情報提供、講演 

（対象：一般市民、市民活動団体） 
 通年 

東日本大震災支援 

（対象：関西への避難者） 

就労支援 

生活相談 

通年 

通年 

ネットワーク事業 

（対象：一般市民、市民活動団体） 

自治会事務局 

ソリオ宝塚ふれあい夏祭り事務局 

地域施設管理事務局 

兵庫ひきこもり相談支援センター事業 

通年 

通年 

通年 

通年 
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支えてくださった皆さん 

法人会員 4 団体 

医
療
法
人
回
生
会
宝
塚
病
院 

株
式
会
社
エ
ン
ブ
レ
ス 

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ 

ソ
リ
オ
宝
塚
都
市
開
発
株
式
会
社 

 

団体会員 48 団体 

あ
・
ぷ
り 

ア
ミ
ー
ゴ 

い
き
い
き
シ
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ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

エ
ス
リ
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ド
宝
塚
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ッ
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フ
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共
生
苑 
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ら 
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国
際
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流
団
体
未
来 

コ
ス
モ
ス 

コ
ト
バ
ノ
ミ
カ
タ 

里
山
未
来
ラ
ビ
ッ
ト 

支
援
の
会
ひ
ま
わ
り 

市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
の
お 

晋
栄
福
祉
会 

宝
塚
ち
ど
り 

水
道
施
設
整
備
技
術
協
議
会 

そ
ら 

ソ
リ
オ
宝
塚
自
治
会 

宅
老
所 

光
明
の
家 

宅
老
所 

ろ
ま
ん 
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塚
エ
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Ｆ
Ｃ 
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資
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こ
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ネ
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高
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同
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所 

日
中
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計
税
務
交
流
機
構 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ポ
ー
ト
関
西 

兵
庫
空
き
家
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セ
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ー 

宝
豊
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す
け
っ
と 

武
庫
川
が
っ
こ
う 

め
ふ
の
お
家 

友
愛
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し 
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ば
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事
務
所 

れ
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個人正会員 37 名 

相
田 
こ
と
子 

相
田 
英
俊 

江
守 

典
子 

遠
座 

俊
明 

金
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京
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橘
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藤 
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谷 

惣
太
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菅
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田
中 

茂 

鶴
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二 

中 

政
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中
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光
子 

名
取 
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明 
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昭 
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啓 
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谷 
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森
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義 

山
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平 

山
田 

忠
生 

山
本 

敬
子 

吉
野 

茂
子 

代
継 

規
弘 

 

匿
名
希
望
４
名 

（敬称略） 

賛助会員 131 名 

荒
木 

恵
子 

飯
室 

裕
文 

伊
川 

健
一 

生
駒 

由
香
里 

石
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井
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（
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）
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グ
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匿
名
希
望
２
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（敬称略） 

寄付者 23 名 

石
橋 

さ
な
え 

上
江
洲 

曜
子 

金
井
塚 

美
根 

橘
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つ
子 
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）
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（
特
活
）
川
西
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（
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）
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（
特
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阪
神
シ
ニ
ア
カ
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ッ
ジ
書
道
部 

（
特
活
）
日
高
共
同
作
業
所 

 

  

（敬称略） 

平成 30 年 3 月末 20 年間の寄付総額は 35,151,371 円 

平成 29 年度の寄付金額は 23 件（16 個人、7 団体・企業）で 576,335 円の寄付をいただきました 
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ボランティア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度のボランティア時間は 2,074 時間となりました。 

このボランティア時間は常勤職員の 1 年の労働時間に換算すると約 1.2 人分となり、無償

役務を換算すると 224 万円の寄付に相当します。 

広い視野からのご意見や一緒に作業をする際の何気ない会話は、私たちに多くの気づき

を与えてくれます。 

平成 29 年 8 月末、宝塚市立勤労市民センターの閉館にともない、ボランティアさんが活

躍してくださっていた 100 色珈琲の屋台を閉じたため、平成 28 年度よりボランティア時

間が 600 時間程度の減少となりました。 

私たちにとって、ボランティアの皆さんは欠かすことのできない活動のパートナーです。

今後も多くのボランティアの皆さんと共に、人が行き交う市民活動の交差点として活気

あふれる宝塚 NPO センターを目指したいと考えています。 
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職 員 
  

 石 堂  弥 華 子                    

 馬 越  康 弘  

 木 佐 一  豊 人  

 岸 本  善 行  

 工 藤  圭 子  

 佐 藤  紫 乃  

 篠 原  久 美  

  高 瀨  梓  

 出 澤  淳 一  

 中 野  裕 行  

 中 山  光 子  

 永 井  麻 子  

 西 井  佐 知 子  

 子 延  優 子  

 本 下  真 次  

 松 岡  香 江  

 三 原  伸 也  

 山 下  智 子  

 吉 野  茂 子  

 若 山  晴 司  

 

平成 30 年 3 月末現在 50 音順 

 

  



22 

役 員 

 

理事長 牧里 毎治 関西学院大学 名誉教授 

副理事長 遠座 俊明 大阪ガス株式会社 エネルギー・文化研究所 

副理事長 橘田 てつ子 認定NPO法人 経営支援NPOクラブ 

理事 西井 進剛 兵庫県立大学 経営学部 教授 

理事 福島 達夫 社会保険労務士 

理事 細谷 崇 CoderDojo 西宮・梅田代表 

理事 越知 昌賜 兵庫県立大学 経営学部 特任教授 

理事 中山 光子 認定NPO法人 宝塚NPOセンター 事務局長 

監事 中原 さくら 中原会計事務所 

監事 田中 茂 特定非営利活動法人 シミンズシーズ代表理事 
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認定NPO法人 宝塚NPOセンター 

宝塚市栄町2-1-1 ソリオ1-3F 

TEL 0797-85-7766 

FAX 0797-85-7799 

MAIL zukanpo@hnpo.net 

URL http://hnpo.net 
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	P18_P22_会員名簿及び寄付者等(180501)五十音順
	P23_白紙
	P24_裏表紙

